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る。2007 年は 4 件、2008 年は 3 件、2009 年
は 1 件、2010 年～2013 年は各 2 件、2014 年
は 4 件、2015 年は 2 件であった。著者数は、
1～8 名であり、共同研究は 14 件であった。
原著論文は 1 文献、資料が 7 文献、報告が 4
文献、実践報告が 3 文献、活動報告・実態調
査・短報・意識調査・研究ノートが各 1 文献







究が 10 文献（文献 1･2･3･4･5･6･9･10･11･15･ 
18）、修士課程の学生を対象にした研究が 2
文献（文献 8･20）、国内の教育機関を対象に
した研究が 2 文献（文献 16･17）、看護師を













生 を 対 象 と し た も の が 5 文 献（ 文 献
1･10･11･15･18）、修士課程の学生を対象とし













航先は、カンボジアで 1 文献（文献 8）であり、
目的は国際保健助産実習あった。
看護師を対象にした海外体験の渡航先は、


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































支援できる、の 7 項目である（文献 19）。
2.　‌学生の国際看護学に対するイメージや
意識に関すること




































































































































































に必要な能力モデル構築と教育プログラムの開発、Journal of International Health, 






















 5）　入山茂美 : 日本人看護学生への国際保健看護教育科目の開講時期の検討、Journal of In-
ternational Health, Vol.25, No. 2, 2010、113-119
 6）　吉水清、児玉豊彦、小栗清佳、藤本祐二、神埼匠世、梅崎節子、賀加貝、新地浩一 : 大
学生の国際保健・国際看護のイメージに関する意識調査～日本・台湾・フィジーにおけ

























18）　須藤恭子、樋口まち子 : 国際看護学実習前後の学生の意識の変化、Journal of Interna-
tional Health, Vol. 29, No. 4, 2014、277-288
19）　林直子、田代順子、菱沼典子、有森直子、平林優子、平野かよ子 : 国際看護コラボレーター
に必要な能力モデル構築と教育プログラムの開発、Journal of International Health, 
Vol. 23, No. 1, 2008、23-31
文献から考察する看護基礎教育における国際看護学教育の現状（久保・山野内・蛭田） 79
20）　田代順子、長松康子 : 修士課程国際看護学開講の経緯と学部一貫コースの展開、聖路加
看護大学紀要、33、2007、111-115
